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後
に
２
０
０
０
万
円
の
貯
蓄

が
必
要
」
と
い
う
金
融
庁
の

報
告
書
が
波
紋
を
広
げ
て
い

る
。
高
齢
夫
婦
無
職
世
帯
（
夫
65
歳
以

上
、
妻
60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
無
職

世
帯
）
で
は
、
公
的
年
金
の
受
給
が
あ

っ
て
も
毎
月
の
赤
字
は
約
５
万
円
と
な

り
、
夫
婦
で
95
歳
ま
で
生
き
る
場
合
に

は
約
２
０
０
０
万
円
（
＝
約
５
万
円
×

12
カ
月
×
30
年
）
の
貯
蓄
が
必
要
と
な

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　
２
０
０
０
万
円
と
い
う
数
字
ば
か
り

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
は
こ

の
試
算
よ
り
も
厳
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

金
融
庁
の
報
告
書
で
は
月
額
19
万
円
の

公
的
年
金
を
受
け
取
る
ケ
ー
ス
を
想
定

し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
だ
け
の

年
金
を
受
け
取
れ
る
高
齢
者
は
比
較
的

裕
福
な
層
に
す
ぎ
な
い
た
め
だ
。

　
金
融
庁
の
モ
デ
ル
で
は
、
夫
婦
一
世

帯
の
年
金
受
給
額
は
約
２
３
０
万
円

（
＝
19
万
円
×
12
カ
月
）
で
あ
り
、
１

人
当
た
り
約
１
１
５
万
円
と
な
る
。
厚

生
労
働
省
「
年
金
制
度
基
礎
調
査
（
老

齢
年
金
受
給
者
実
態
調
査
）」（
平
成
29

年
）
に
よ
る
と
、
公
的
年
金
受
給
額
の

分
布
（
65
歳
以
上
の
男
女
計
）
で
、
年

間
１
２
０
万
円
未
満
の
年
金
し
か
受
け

取
れ
な
い
高
齢
者
は
46
・
３
％
、
年
間

84
万
円
未
満
の
年
金
し
か
受
け
取
れ
な

い
高
齢
者
は
27
・
８
％
も
い
る
。

　
２
０
０
０
万
円
の
貯
蓄
も
相
当
に
厳

し
い
が
、
年
金
が
２
３
０
万
円
に
満
た

な
い
世
帯
で
は
さ
ら
な
る
貯
蓄
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
現
実

に
は
不
可
能
だ
。
老
後
も
可
能
な
限
り

働
き
、
そ
れ
が
限
界
に
な
れ
ば
、
親
族

に
頼
る
か
、「
生
活
保
護
」
の
申
請
が
必

要
に
な
る
。

　
一
般
的
に
生
活
保
護
と
い
う
と
、
人

ご
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
生

活
保
護
の
被
保
護
人
員
は
１
９
９
０
年

代
半
ば
の
88
万
人
を
底
に
、
増
加
傾
向

に
あ
り
、
２
０
１
７
年
に
は
２
１
４
万

人
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
約
半

分
が
高
齢
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貧

困
高
齢
者
が
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く

の
は
確
実
で
あ
る
。

　
今
回
の
金
融
庁
の
報
告
書
が
突
き
付

け
た
の
は
、
公
的
年
金
制
度
や
生
活
保

護
と
い
っ
た
再
分
配
の
在
り
方
で
あ
る
。

10
月
に
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
だ
が
、
社
会
保
障
の
財
源

が
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
急
増
す
る
貧
困
高
齢
者
の

問
題
を
含
め
、
改
め
て
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
の
議
論
を
本
格
化
す
べ
き
で

あ
る
。
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出所：厚生労働省「年金制度基礎調査」（平成29年）

65歳以上で年間120万円未満の年金しか
受け取れない高齢者の割合

46.3%

「
老


